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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】車体が重くなる、車体の折りたたみが困難にな
る、価格が高い、既存の車椅子には設置できないという
従来の電動車椅子の問題を解決し、操作が容易で、さら
に車輪ロックの問題を解消した車椅子を提供する。
【解決手段】主車輪６と前輪８を有する車椅子１におい
て、駆動機構１０を前輪に接続したことを特徴とする電
動車椅子。駆動機構１０は、例えば、モーターを内蔵し
、モーターからの動力を車輪に動力伝達する動力伝達部
材１０ｂを備え、車椅子のフレーム２に固定されて搭載
されることを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
主車輪と前輪を有する車椅子において、駆動機構を前輪に接続したことを特徴とする電動
車椅子。
【請求項２】
前記駆動機構は、モーターを内蔵し、モーターからの動力を前記車輪に動力伝達する動力
伝達部材を備え、車椅子のフレームに固定されて搭載されることを特徴とする請求項１に
記載の電動車椅子。
【請求項３】
前記駆動機構は、モーターを内蔵し、モーターからの動力を前記車輪に動力伝達する動力
伝達部材を備え、本来の前輪支持部に代えてまたは本来の前輪支持部を備えたまま搭載さ
れることを特徴とする請求項２に記載の電動車椅子。
【請求項４】
前記駆動機構は、前輪回動手段を備え、これにより、前輪を任意の向きに回動させて方向
転換及び後退を行う請求項１～３のいずれに記載の電動車椅子。
【請求項５】
前記駆動機構は、一定方向の駆動伝達手段を介してモーターからの動力を前記車輪に動力
伝達し、モーターがオフの際には車輪の回転がモーターに伝達されないものである請求項
１～４のいずれに記載の電動車椅子。
【請求項６】
請求項１～５のいずれに記載の駆動機構ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モーターからの駆動力を車輪へ動力伝達して電動アシスト駆動を行う車椅子
に関するものであり、特に、前輪に駆動力を伝える前輪駆動機構を有する電動車椅子及び
そのような駆動機構に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、車椅子は、高齢者、身障者あるいは病気に罹患している患者等が利用するもの
である。これらの利用者は力が弱く十分に車輪を回せないことも多い。特に脳梗塞等の脳
障害では半身不随に陥ることも多く、その場合、左右のどちらかの手しか動かせないため
手動では十分な動きができない。
【０００３】
　そこで、いわゆる電動車椅子も開発されている。これはモーターによる駆動力を利用し
たもので、電動車椅子は、モーターからの駆動力を主輪に動力伝達して駆動を行うもので
ある。しかし、従来の電動車椅子は大掛かりなものであり、車体が重くなる上、車体の折
りたたみが困難である。また、価格が高い、さらに、既存の車椅子には設置できないとい
う問題があった。また、停止時には車輪がロックしてしまうため、介助者が後方から車椅
子の走行を支援する際には却って障害になる。
【０００４】
　そこで、近年ではモーターから車輪への動力伝達を遮断して、介助者の補助を容易にし
、または、着座者が自ら筋力を向上させるために手動による駆動が行えるように、モータ
ーから車輪へ到る動力伝達過程において、駆動切替機構を設ける例もある。例えば、特開
平８－２９４５１６号公報（特許文献１）では、車軸の中心に設けられたハブに駆動切替
機構を設け、駆動切替機構を断接操作する切替レバーをフレームと車輪との間に設けて、
切替レバーを回動操作することによって、手動と電動駆動とが切り替わる構成となってい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開平８－２９４５１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の車椅子でもその他の電動車椅子でも、車体が重くなる、車
体の折りたたみが困難になる、価格が高い、既存の車椅子には設置できないという問題は
依然として解決されていない。むしろ、特許文献１のようなアプローチでは、障害の程度
によっては、操作しづらかったり、位置的に邪魔になるなどの問題が生じる。本発明は、
これらの問題を解決し、さらに車輪ロックの問題を解消した車椅子を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明者は鋭意検討し、主車輪と前輪を有する車椅子に
おいて、駆動機構を前輪に接続することで問題の解決が図られることを見出した。特に車
輪方向を全方向とすることにより車輪ロックの問題も解消される。
【０００８】
　すなわち、本発明は以下の車椅子及びそのための駆動機構を提供する。
〔１〕　主車輪と前輪を有する車椅子において、駆動機構を前輪に接続したことを特徴と
する電動車椅子。
〔２〕　前記駆動機構は、モーターを内蔵し、モーターからの動力を前記車輪に動力伝達
する動力伝達部材を備え、車椅子のフレームに固定されて搭載されることを特徴とする前
記〔１〕に記載の電動車椅子。
〔３〕　前記駆動機構は、モーターを内蔵し、モーターからの動力を前記車輪に動力伝達
する動力伝達部材を備え、本来の前輪支持部に代えてまたは本来の前輪支持部を備えたま
ま搭載されることを特徴とする前記〔２〕に記載の電動車椅子。
〔４〕　前記駆動機構は、前輪回動手段を備え、これにより、前輪を任意の向きに回動さ
せて方向転換及び後退を行う前記〔１〕～〔３〕のいずれに記載の電動車椅子。
〔５〕　前記駆動機構は、一定方向の駆動伝達手段を介してモーターからの動力を前記車
輪に動力伝達し、モーターがオフの際には車輪の回転がモーターに伝達されないものであ
る前記〔１〕～〔４〕のいずれに記載の電動車椅子。
〔６〕　前記〔１〕～〔５〕のいずれに記載の駆動機構ユニット。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、車体が重くなる、車体の折りたたみが困難になる、価格が高い、既存
の車椅子には設置できないという問題が解決される。また、既存の車椅子に駆動装置ユニ
ットを取り付けることにより、安価で高い操作性の電動アシスト車椅子が構成できる。ま
た、駆動装置ユニットは小さな装置であるため、室内など狭い場所でも小回りの利く駆動
態様であり、本人及び介助者の負担を軽減して幅広く利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】従来の車椅子の構成を示す側面図である。
【図２】本発明の一実施形態における電動車椅子の構成を示す側面図である。
【図３】本発明の一実施形態における電動車椅子の構成を示す側面図である。
【図４】駆動力を一定方向に伝達する手段の一例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照して説明する。
　図１は、一般的な車椅子１の側面図であり、この図１を参照して、本発明の車椅子１の
構成について説明する。車椅子１は、骨格となるフレーム２より外形状が構成され、フレ
ーム２には軽量化の面から、アルミのパイプ材が使用される。フレーム２は、主に、バッ



(4) JP 2014-14473 A 2014.1.30

10

20

30

40

50

クフレームパイプ２ａ、アームレストフレームパイプ２ｂ、シートフレームパイプ２ｃ、
フットレストパイプ２ｄ、ベースフレームパイプ２ｅ、ミドルフレームパイプ２ｆといっ
た複数のパイプより構成され、これらのフレームパイプが、溶接またはボルト締め等によ
り一体化される。これらのフレームパイプは一般に左右対称に構成され、座面や背もたれ
を張った状態で車椅子を構成する。なお、座面や背もたれを布で構成し、バックフレーム
パイプ２ａ、シートフレームパイプ２ｃ等を折りたたみ可能とすることにより、車椅子１
は横方向に折りたたんで車輌などに収容できる。
【００１２】
　これらフレームパイプ２の中で、バックフレームパイプ２ａは座席３の背もたれとなる
後方に設けられ、若干斜め後方に傾き、上部が後方に湾曲している。バックフレームパイ
プ２ａの上部の先には、介助者が手で車椅子１を操作する際に操作性を良くするため、ゴ
ムまたはスポンジ製のグリップ２１が設けられている。アームレストフレームパイプ２ｂ
は、水平方向において２段形状を呈し、後方が前方に比べて鉛直方向において高くなって
おり、前方が鉛直下方に延伸している。そのアームレストフレームパイプ２ｂの先端（下
方延伸部）には前輪７が支持部材１９を介して、回転可能に取り付けられている。一般に
支持部材１９の上部は筒状になっており、これにフレームパイプ２ｂの先端（下方延伸部
）を挿入する。これにより、両者は接続部２ｇにおいて、支持部材１９がフレームパイプ
２ｂの下方延伸部の周りを回転可能であり、前輪７は３６０度の方向転換に対応できる。
【００１３】
　このアームレストフレームパイプ２ｂは、バックフレームパイプ２ａの座席３の上面位
置でバックフレームパイプ２ａに固定されると共に、バックフレームパイプ２ａの中間位
置に固定されるミドルフレームパイプ２ｆの前方端に固定されている。アームレストフレ
ームパイプ２ｂは座席３の両側に着座者の肘が置ける様に、肘受部にクッション体からな
るアームレスト２０が取り付けられる。
【００１４】
　座席３を支えるシートフレームパイプ２ｃは、着座者の体重を下部で支えるものである
。また、フットレストパイプ２ｄはシートフレームパイプ２ｃの前方において下方へ湾曲
した先端に接続され、先端は自由端となっており、その先端にはフットレスト４０が取り
付けられている。このフットレスト４０には、電動車椅子１への乗降性を良くするため、
斜め下方に延伸するフットレストパイプ２ｄに対して、前後に回動が可能となっている。
このフットレストパイプ２ｄは、一端がバックフレームパイプ２ａに接続されるベースフ
レームパイプ２ｅがつながる。
【００１５】
　車椅子１の車輪６の中心である車軸４は、車体に軸支されており、後輪６の回転中心と
なるハブ２ａａは車軸４に設けられる。ハブハブ２ａａの外周には、車輪６のホイールか
ら内側に向って延伸する複数のスポーク（図示せず）が支持されており、ハブ２ａａ、ス
ポークおよび車輪６により後輪を構成する。
【００１６】
　また、車椅子１の後端下側には転倒防止機構１３が左右対で設けられており、車椅子１
が段差等を乗り越える場合や、路面の傾斜角度が大きい場合等の様に、車椅子１に後方へ
の回転モーメントが作用して不安定な状態になった場合に、車椅子１の後方への転倒を防
止するための機構を備えている。
【００１７】
　さらに、図１に示す車椅子１には、停止時に車椅子１が勝手に動いていかな様に、停止
場所を保持するため、車輪６に手動ブレーキをかけるブレーキ操作レバー３２を備える。
【００１８】
　本発明においては、車輪８を含む駆動ユニット１０を支持部材１９に代えて取り付ける
。
　駆動ユニット１０の構成は、様々な態様を含む。
【００１９】
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　第一の態様は、図２に示すように本来の前輪６を支持部材１９から取り外し、または残
したまま前輪８付駆動ユニット１０をフレームパイプ２ｂ、２ｆ、２ｅ等に固定する方法
である。駆動ユニット１０の内部にはモーター８が固定され、例えば、鉛直方向に設けら
れた連絡部１１上に設けられたハンドル１２の簡単な操作（鉛直方向の操作）によって、
方向転換が可能である。
【００２０】
　また、図示しないが、駆動ユニット１０の内部には、モーターに電源を供給するための
バッテリーが取り付けられており、前記ハンドル１２の操作部とモーター、バッテリーと
は適宜、配線で接続されている。バッテリーは複数個が交換可能にセットされることが好
ましい。
【００２１】
　駆動方法は様々に構成できる。
　ひとつの態様は、駆動ユニット１０の内部にモーター（図示していない）を備え、前輪
８を動力伝達部材機構１０ｂにより駆動をするものである。モーターはバッテリー（図示
していない）により駆動する。
【００２２】
　この場合、モーター８からの駆動力は、好ましくは、駆動ユニット１０内に設けた一定
方向の駆動伝達手段１０ａ、１０ｂを介してその駆動力が車軸から前輪８へと伝達され、
回転動作を行う構成とする。
【００２３】
　すなわち、この駆動部は、駆動ユニットハウジング１０の中に収められ、例えば、図４
に示すような、動力伝達方向制御部材１０ｃ（例えば、ラチェット）を備えたギア機構１
０ａ（例えば、ギア１０ａに軸支されたスプロケット）に、駆動伝達手段１０ｂ（例えば
、チェーン）を連結させた機構を含む。ギア機構１０ａには、何らかのかたちでモーター
からの回転力を伝達する。これは、自転車等でペダルを漕げば前に進むが、走行中にペダ
ルを止めてもペダルが回されることはないのと同様の機構であり、モーターからの回転力
は駆動伝達手段１０ｂに伝わるが、その逆はないため、モーターを停止させて介護者が車
椅子を押した際には、駆動機構によりその進行が妨げられることがない。もっとも、これ
は一例であり、同様な機能を果たす他の手段も用いることができる。具体的には、スプロ
ケットとチェーンの代わりにプーリーとベルトの組み合わせでもよいし、その他のギア機
構でもよい。
【００２４】
　このような、モーターからギア等への駆動力の伝達及びギア等から車輪への駆動力の伝
達手段は様々な慣用の手段を用いることができる。例えば、モーターからの駆動力をウォ
ームギア（とウォームホイール）、べベルギア（傘歯車）、スクリューギア等を用いて変
換し、伝達することが可能である。もちろん、複数のギアを用いることも可能である。ま
た、ホイールモーター等、直接的な駆動手段も利用可能である。
【００２５】
　また、これは駆動方法の一例であり、前輪８に直接にモーターを設置し、駆動ユニット
１０にはモーター駆動のためのバッテリー等を備えるなどの他の態様を取ることもできる
。この場合においても、駆動力を一定方向の駆動伝達手段を介して車軸から前輪へと伝達
され、その逆はないようにする構成が好ましい。これには前述のような機械的方法を用い
てもよいし、電気的な方法も利用可能である。
　なお、モーターの駆動力も電気的にコントロールできる。具体的には、電源とモーター
間に電圧増減手段を介し、電圧をコントロールしてもよい。
【００２６】
　本発明は上記の駆動機構を含む装着可能な駆動ユニットも含む。
　駆動ユニットは、複数の車椅子のフレーム形状に対応したアタッチメントにより車体に
取り付けることができる。
　例えば、図２に示す第一の態様の場合、前輪８の位置は駆動ユニット１０の幅だけ外側



(6) JP 2014-14473 A 2014.1.30

10

20

30

40

に移るが、駆動ユニット１０の幅を調整することによりそのずれは大きなものではない。
また、駆動ユニット１０は左右一方にのみ取り付けてもよいが、その場合、回転時のモー
メントは駆動ユニット１０付前輪８の方が大きくなり操作性はむしろ向上する。
【００２７】
　第二の態様は、図３に示すように本来の前輪６を支持部材１９から取り外し、支持部材
１９に代えて前輪８付駆動ユニット１０を取り付ける方法である。この場合の駆動ユニッ
ト１０の構成及び前輪８の駆動方法は第一の態様と同様である。この場合の操作はさらに
、左右あるアームレスト前方のいずれか一方には、着座者によって車椅子１の進行方向が
操作される図示しない操作レバーを備えたコントローラをアームレストフレームパイプ２
ｂを取り付けて行ってもよいし、ブレーキ操作レバー３２に駆動機構のスイッチや操作部
を設けてもよい。もちろん、駆動ユニットは車椅子製造時にその一部として組み込んでも
よいが、上記のように、本発明においては、既存の車椅子にもアタッチメントを介して取
り付け可能である点が大きな特徴である。
【００２８】
　なお、第一の態様、第二の態様を問わず、操作を確実にするため、前輪８を床面（地面
）に確実に密着させるための付勢手段を駆動ユニット１０内に設けてもよい。
【００２９】
　車椅子１の電動アシスト駆動について、簡単に説明する。車椅子１は操作レバーを操作
することによって、移動させることができる。着座者は座席３に座り、着座者が前方に進
みたい場合には、図示しない操作スイッチをオンにする操作を行う、これによって、図示
しないモーターに駆動出力が出力され、モーター８を駆動させることにより、車椅子１を
前進させることができる。また、後方に進みたい場合には、操作レバーまたはスイッチを
回転する操作を行えば、前輪８がこれに追随して動くため、車椅子１を後進させることが
できる。
【００３０】
　そこで、例えば、介助者（または、着座者）がスイッチを切っても、移動の障害にはな
らずに車椅子の操作を行うことができる。
【符号の説明】
【００３１】
１　車椅子
２　フレーム
３　座席
６　車輪
８　本発明により付け替えた前輪
１０　駆動ユニット
１０ａ　ギア機構
１０ｂ　動力伝達部材
１０ｃ　動力伝達方向制御部材
１１　延伸部
１２　操作部
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